
【
研
究
ノ
ー
ト　

特
集　

立
命
館
と
戦
争
（
立
命
館
百
年
史
を
追
補
し
て
）】

昭
和
一
八
年
　
報
國
「
立
命
館
號
」
献
納
顛
末

史
資
料
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
　
奈
良
　
英
久

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年　

立
命
館
は
総
額
一
六
万
五
千
円
の
募
金
を
集
め
、
二

機
の
海
軍
戦
闘
機
製
造
費
を
献
納
し
て
い
ま
す
。
報
國
第
一
三
〇
〇
号
（
第
一
立
命
館

號
）
と
報
國
第
一
三
二
九
号
（
第
二
立
命
館
號
）
で
す
。

献
納
機
を
記
念
す
る
絵
葉
書
に
は
、
駆
逐
艦
を
背
景
に
飛
翔
す
る
零
式
艦
上
戦
闘
機

二
一
型
が
写
り
、
翼
に
画
像
合
成
で
報
國
－
１
３
０
０
（
第
一
立
命
館
號
）
と
描
か
れ

て
い
ま
す
。

本
項
で
は
、
立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
報

國
「
立
命
館
號
」
の
献
納
顛
末
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（
以
下
旧
字
体
は
す
べ
て
新
字
体
で
表
記
し
ま
す
）

立命館が献納した海軍戦闘機絵葉書
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〈
国
防
献
金
・
献
納
機
運
動
〉

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
と
国
民
に
よ
る
軍
部
へ
の
献
金
活
動
（
国
防
献
金
）
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
国
防
献
金
は
軍
需
物
資
調
達
費
と
な
り
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
軍
用
機
調
達
の
た
め
の
献
金
も
始
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

献
金
は
様
々
な
人
々
の
募
金
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
献
金
で
製
造
さ
れ
た
機
体
は
「
愛
国
号
」（
陸
軍
）、「
報
国
号
」（
海
軍
）

と
呼
ば
れ
、
献
納
機
の
命
名
式
を
経
て
戦
場
に
送
ら
れ
ま
し
た
（
一
）。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
戦
火
が
拡
大
す
る
と
、
献
金
・
献
納
運
動
も
さ
か
ん
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
十
銭
献
金
や
個
人
の
私
財
を
投
じ
た
献
金
（
赤
誠
献
金
）
を
は
じ
め
、
学
校
単
位
、
職
域
単
位
、
婦
人
会
、
町
村

単
位
か
ら
一
〇
円
、
一
〇
〇
円
～
一
万
円
単
位
の
献
金
が
区
役
所
や
警
察
署
、
新
聞
社
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

目
的
を
定
め
た
献
金
・
献
納
も
増
え
、
馬
の
献
納
、
建
艦
献
納
、
師
団
へ
の
恤
兵
金
、
慰
問
袋
の
献
納
、
新
聞
社
主
催
の
「
日

の
丸
献
納
」
な
ど
が
新
聞
紙
上
を
飾
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

陸
海
軍
の
軍
用
機
製
造
費
拠
出
を
目
的
と
し
た
献
納
機
運
動
も
盛
ん
に
な
り
、
祝
祭
日
な
ど
の
節
目
を
目
標
に
募
金
が
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
四
月
・
五
月
の
『
京
都
新
聞
』
を
見
る
と
、
京
都
市
内
の
各
商
店
か
ら
の
献
金
に
よ
り
天
皇
節

（
四
月
二
九
日
）
に
陸
軍
戦
闘
機
・
偵
察
機
・
練
習
機
計
五
機
の
献
納
式
が
岡
崎
公
園
で
開
催
さ
れ
、
五
月
二
七
日
の
「
海
軍
記

念
日
」（
二
）
を
目
標
に
献
金
が
集
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

立
命
館
で
も
、
こ
の
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
学
内
の
募
金
に
よ
っ
て
二
機
分
の
海
軍
艦
上
戦
闘
機
「
報
国　

立
命
館
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号
」
を
献
納
し
て
い
ま
す
。

〈
一
回
目
の
献
納
機
運
動
―
海
軍
記
念
日
に
向
け
て
―
〉

最
初
の
献
納
機
運
動
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
立
命
館
中
学
校
の
取
組
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

何
月
か
ら
取
組
を
始
め
た
か
は
趣
意
書
な
ど
の
史
料
が
無
い
た
め
不
明
で
す
が
、
五
月
二
七
日
の
「
海
軍
記
念
日
」
に
献
納

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
立
命
館
第
一
、
第
二
、
第
四
中
学
校
、
立
命
館
商
業
学
校
の
生
徒
が
起
案
し
、
こ
れ
に
教
職
員
や
父
兄

が
協
力
し
て
八
万
円
を
集
め
て
い
ま
す
。

当
時
の
献
納
機
で
は
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
が
七
万
～
八
万
円
程
度
で
し
た
か
ら
、
一
機
分
を
集
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寄
付
者
に
は
、
総
長
中
川
小
十
郎
か
ら
一
、〇
〇
〇
円
、
父
兄
の
井
上
利
助
氏
か
ら
二
、〇
〇
〇
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
（
三
）。

「
海
軍
記
念
日
」
を
目
前
に
様
々
な
行
事
が
国
中
で
行
わ
れ
て
い
る
最
中
の
五
月
二
二
日
、
連
合
艦
隊
指
令
長
官
山
本
五
十
六

大
将
の
戦
死
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
長
官
は
す
で
に
四
月
一
八
日
に
戦
死
し
て
い
ま
し
た
が
事
実
が
伏
せ
ら
れ
て
い
て
、

一
ヶ
月
後
の
五
月
二
一
日
午
後
三
時
に
公
表
さ
れ
た
の
で
す
（
四
）。

京
都
市
民
は
、
明
け
て
五
月
二
二
日
の
『
京
都
新
聞
』
朝
刊
で
こ
の
時
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
戦
死
し
た
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
翌
五
月
二
三
日
に
山
本
大
将
の
遺
体
が
東
京
に
帰
国
す
る

と
、
京
都
で
も
大
々
的
な
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

軍
楽
隊
が
市
中
行
進
を
行
い
山
本
大
将
の
追
悼
と
と
も
に
、「
決
戦
」
や
「
復
仇
」
を
声
高
に
叫
び
、
全
て
の
市
民
に
一
丸
と
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な
る
よ
う
訴
え
る
集
会
や
新
聞
報
道
が
増
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
五
月
二
七
日
の
「
海
軍
記
念
日
」
を
迎
え
ま
す
。

立
命
館
で
は
、
か
ね
て
か
ら
募
集
し
て
い
た
献
納
金
八
万
円
を
、
舞
鎮
人
事
部
（
五
）
に
献
納
。
あ
わ
せ
て
こ
の
日
、
京
都
市
内

の
大
学
・
高
専
・
中
等
学
校
で
は
午
前
中
か
ら
国
威
発
揚
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、
立
命
館
で
も
午
前
一
〇
時
か
ら
軍
人
や
教
授

の
講
演
を
聴
き
、
海
軍
志
願
兵
を
多
数
輩
出
し
た
立
命
館
中
学
校
な
ど
の
学
校
や
二
名
以
上
の
志
願
者
を
出
し
た
家
庭
に
対
し

て
は
海
軍
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
（
六
）。

〈
二
回
目
の
献
納
機
運
動
―
山
本
長
官
国
葬
日
に
向
け
て
―
〉

山
本
長
官
戦
死
の
報
を
受
け
て
迎
え
た
海
軍
記
念
日
は
、
立
命
館
関
係
者
に
と
っ
て
二

回
目
の
献
納
機
運
動
を
発
起
す
る
日
と
も
な
り
ま
し
た
。
立
命
館
が
起
案
し
た
「
海
軍
戦

闘
機
献
納
資
金
募
集
趣
意
書
」（
昭
和
一
八
年
五
月
二
七
日
）
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま

す
。

「
昭
和
一
六
年
度
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
我
が
立
命
館
中
等
学
校
の
在
校
生
徒
並

び
に
卒
業
生
に
し
て
帝
国
海
軍
の
各
科
に
志
願
し
既
に
聖
戦
に
参
加
皇
国
の
御
楯
と

し
て
奮
戦
力
闘
し
て
い
る
勇
士
の
数
は
、
他
の
中
等
学
校
に
比
し
抜
群
の
多
き
に
達

し
て
い
る
。
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依
っ
て
、
今
回
第
三
十
八
回
海
軍
記
念
日
に
際
し
、
海
軍
省
よ
り
特
に
表
彰
せ
ら
れ
て
軍
艦
旗
一
旒
を
贈
与
せ
ら
れ
た
。

我
等
の
感
激
、
言
い
尽
く
す
に
言
葉
が
な
い
の
で
あ
る
。

時
恰
も
元
帥
山
本
海
軍
大
将
閣
下
の
壮
烈
な
る
戦
死
の
報
に
接
し
奮
激
措
く
能
わ
ず
。

茲
に
我
等
立
命
館
第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
第
四
中
学
校
、
商
業
学
校
生
徒
一
同
相
議
り
海
軍
戦
闘
機
を
献
納
し
、

以
っ
て
我
等
の
熱
誠
を
捧
げ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

発
起
人
は
、
立
命
館
第
一
中
学
校
、
同
第
二
中
学
校
、
同
第
三
中
学
校
、
立
命
館
商
業
学
校
の
生
徒
一
同
と
な
っ
て
お
り
、
一

口
五
円
と
し
て
総
額
八
万
五
、〇
〇
〇
円
を
集
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
二
回
目
の
献
納
機
運
動
は
、
六
月
五
日
の
山
本
長
官
国
葬
日
に
献
納
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、
五
月
三
一
日
付
け
の
中
川
小
十
郎
総
長
の
寄
付
領
収
書

と
六
月
一
日
付
け
の
中
川
の
家
族
か
ら
合
計
七
〇
〇
円
分
の
領
収
書
（
写
し
）
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
川
小
十
郎
は
、
一
回
目
と
二
回
目
で
二
、〇
〇
〇
円
の
寄
付
を

し
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
取
組
の
最
中
の
五
月
三
〇
日
、
今
度
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ッ
ツ
島

で
日
本
軍
が
玉
砕
し
た
と
の
報
が
入
り
ま
す
。

募
金
運
動
は
、
山
本
長
官
の
戦
死
に
ア
ッ
ツ
島
の
玉
砕
が
加
わ
り
よ
り
一
層
加
速

中川小十郎総長の昭和 18 年 5 月 
31 日付け 1,000 円寄付の領収書
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さ
れ
（
七
）、
六
月
一
日
に
は
立
命
館
大
学
学
部
、
専
門
部
、
予
科
の
昼
間
部
学
生
が
校
庭
に
集
ま
っ
て
各
自
五
円
以
上
を
献
金
す

る
決
議
を
あ
げ
、
三
日
に
は
夜
間
部
学
生
も
同
様
の
決
議
を
し
、
教
職
員
は
二
五
円
の
献
金
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
八
）。

六
月
五
日　

山
本
長
官
国
葬
の
日
、
京
都
市
内
で
は
山
本
長
官
国
葬
に
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
玉
砕
を
機
に
一
層
の
献
納
機
運
動

を
行
う
決
議
が
出
さ
れ
ま
す
。

京
都
中
の
学
園
で
も
長
官
を
偲
ん
で
遥
拝
し
、
米
英
撃
滅
を
誓
う
行
事
が
行
わ
れ
る
中
、
立
命
館
で
は
午
前
一
〇
時
か
ら
約

四
、〇
〇
〇
名
の
学
生
が
遥
拝
式
を
挙
行
、
中
川
総
長
の
訓
辞
の
後
、
集
め
た
献
納
金
八
万
五
、〇
〇
〇
円
を
舞
鎮
人
事
部
へ
献

納
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、専
門
部
の
一
・
三
年
生
は
阪
神
地
区
の
工
場
へ
一
週
間
の
労
働
に
従
事
し
て
そ
の
賃
金
を
献
金
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
九
）。

〈
九
月
一
二
日　

岡
崎
運
動
公
園
で
献
納
機
命
名
式
開
催
〉

五
月
二
七
日
「
海
軍
記
念
日
」
と
六
月
五
日
「
山
本
長
官
国
葬
日
」
に
献

金
し
た
立
命
館
の
献
納
機
二
機
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
一
二

日　

京
都
市
岡
崎
公
園
で
「
命
名
式
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
三
〇
日
付
け
で
立
命
館
宛
に
届
い
た
命
名
式
開
催
案
内
状
に
は
、
海

軍
大
臣
嶋
田
繁
太
郎
名
で
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
開
催
す
る
旨
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。
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ま
た
「
報
国
号
飛
行
機
命
名
式
次
第
」（
昭
和

一
八
年
九
月
一
二
日
）
で
は
、
第
一
部
は
海
軍
大

臣
列
席
の
上
、
国
歌
奉
唱
に
続
い
て
神
事
が
行
わ

れ
、
献
納
者
代
表
に
よ
る
献
納
の
辞
に
続
い
て
海

軍
大
臣
か
ら
命
名
を
受
け
る
。
其
の
後
再
び
神
事

を
執
り
行
っ
た
後
に
感
謝
状
授
与
、
祝
辞
・
花
束

贈
呈
と
続
き
命
名
式
の
歌
「
報
国
の
翼
」
の
合
唱
、

万
歳
奉
唱
し
て
閉
会
と
い
う
次
第
で
、
第
二
部
で

は
軍
楽
隊
演
奏
と
「
海
行
か
ば
」
の
映
画
上
映
と

い
う
流
れ
で
し
た
。

「
命
名
式
」
会
場
の
略
図
と
「
報
国
の
翼
」
の
楽

譜
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

命
名
式
は
、
二
条
通
と
平
安
神
宮
参
道
の
角
地

に
あ
る
岡
崎
公
園
で
開
催
。
学
生
児
童
も
参
列
し
て
い
ま
す
。
献
納
機
は
実
機
が
展
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
本
項
冒
頭
の
献

納
機
写
真
が
額
装
さ
れ
て
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
央
に
「
式
台
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
祝
詞
や
献
納
の
辞
な
ど
を
上
げ
て
い
ま

す
。式

台
に
立
ち
、
献
納
者
代
表
と
し
て
「
献
納
の
辞
」
を
読
み
上
げ
る
総
長
中
川
小
十
郎
と
読
み
上
げ
た
「
献
納
の
詞
」
も
保
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存
さ
れ
て
い
ま
す
。

献
納
の
辞
の
後
、
海
軍
大
臣
代
理
の
村

上
少
将
か
ら　

報
国
第
一
三
〇
〇
「
第
一

立
命
館
号
」、
報
国
第
一
三
二
九
「
第
二
立

命
館
号
」
の
命
名
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
祝
辞
や
祝
電
披
露
の
後
、
立
命

館
中
学
校
代
表
第
一
中
学
校
五
年
一
組
の

吹
田
武
史
君
、
立
命
館
大
学
学
生
生
徒
代

表
学
生
総
務
長
の
浅
野
文
彰
君
、
大
野
道

子
さ
ん
、
上
田
技
良
君
が
「
壮
途
を
送
る

辞
」
を
読
み
上
げ
、
五
歳
か
ら
一
〇
歳
ま

で
の
少
女
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
立
命
館
号
二
機
を
含
め
て
四
機
の
献
納
機
に
花
束
の
贈
呈
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
〇
）。

〈
最
後
に
〉

こ
の
「
立
命
館
号
」
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
多
く
の
献
納
機
の
顛
末
と
同
じ
よ
う
に

こ
れ
ら
の
資
料
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
（
一
一
）。

立
命
館
で
の
献
納
機
運
動
も
、戦
争
後
半
期
の
国
家
総
動
員
体
制
の
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。戦
局
の
悪
化
に
伴
っ 中川小十郎が読み上げた「献納の詞」

献納者代表として「献納の辞」を述べる 
立命館総長中川小十郎（左）
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て
、
中
学
や
大
学
の
生
徒
・
学
生
は
次
々
と
学
徒
出
陣
や
学
徒
勤
労
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
し
だ
い
に
そ
の
機

能
を
失
い
敗
戦
へ
と
む
か
う
の
で
す
。

注（
一
）
陸
軍
「
愛
国
號
」
海
軍
「
報
国
號
」
に
関
す
る
概
要
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

・�

横
井
忠
俊
「
報
国
号
海
軍
機
の
全
容
を
追
う
―
そ
の
中
間
報
告
―
」　
『
航
空
情
報
』
一
九
八
四
年　

二
、
三
、
一
二
号　

酣
燈
社

・�

横
川
裕
一
「
陸
軍
愛
国
号
献
納
機
調
査
報
告
」http://w

w
w
.ne.jp/asahi/aikokuki/aikokuki-top/A

ikokuki_T
op.htm

l

（
参

照
二
〇
一
六
年
七
月
二
八
日
）

・�「
献
納
機
〈
愛
国
号
・
報
国
号
〉」『
別
冊
一
億
人
の
昭
和
史　

日
本
航
空
史
』
一
九
七
九
年
二
三
一
～
二
三
五
頁　

毎
日
新
聞
社

「
愛
国
」「
報
国
」
の
命
名
は
、
軍
用
機
以
外
に
も
戦
車
や
艦
艇
、
諸
兵
器
に
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。
軍
用
機
「
報
国
號
」
の
総
献
納

数
は
不
明
で
あ
る
が
、
横
井
は
「
海
軍
軍
備
年
鑑
」
等
公
的
諸
資
料
か
ら
昭
和
七
年
～
昭
和
二
〇
年
ま
で
に
一
、
七
〇
〇
～
一
、
八
〇

〇
機
と
想
定
し
て
お
り
、
七
二
一
機
程
度
同
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
横
川
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
現
在
横
井
の

調
査
に
追
加
し
て
約
五
〇
〇
機
を
同
定
し
て
い
る
。「
立
命
館
號
」
の
二
機
は
、
横
川
の
調
査
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）「
海
軍
記
念
日
」
は
、
一
九
〇
五
年
五
月
二
七
日　

日
露
戦
争
時
の
日
本
海
海
戦
に
お
け
る
戦
勝
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
日
。
陸
軍
の

奉
天
会
戦
の
戦
勝
日
を
記
念
し
た
三
月
一
〇
日
の
「
陸
軍
記
念
日
」
と
と
も
に
戦
時
中
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
日
で
あ
っ
た
。

（
三
）『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
五
月
二
八
日　

夕
刊
（
第
四
版
）　

二
面　

記
事

「
立
命
館
か
ら
艦
上
機
を
献
納
す　

立
命
館
第
一
、
第
二
、
第
四
各
中
学
及
び
同
商
業
生
一
同
は
予
ね
て
か
ら
艦
上
機
献
納
運
動

を
お
こ
し
、
こ
れ
に
教
職
員
父
兄
等
も
合
併
協
力
、
中
川
総
長
の
一
千
円
、
父
兄
側
は
井
上
利
助
氏
二
千
円
等
を
始
め
総
計
八
万
円

を
得
た
の
で
二
十
七
日
の
海
軍
記
念
日
に
舞
鎮
人
事
部
に
献
金
し
た
。」

（
四
）
こ
の
事
件
を
「
海
軍
甲
事
件
」
と
い
う
。
一
九
四
三
年
四
月
一
八
日
、
ラ
バ
ウ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
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が
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
や
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
島
に
駐
留
し
て
い
る
兵
士
を
慰
労
す
る
た
め
視
察
飛
行
を
行
う
計
画
を
執
っ
た
が
、
通
信

暗
号
が
米
軍
に
解
読
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
上
空
で
待
ち
伏
せ
に
あ
っ
て
撃
墜
戦
死
し
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
立
役
者
山

本
の
戦
死
は
、
全
軍
の
士
気
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
事
実
の
公
表
が
控
え
ら
れ
、
五
月
二
一
日
に
な
っ
て
公
表
さ
れ
、
勲
一
等
加
綬
旭

日
大
綬
章
、
功
二
級
金
鵄
勲
章
、
元
帥
の
称
号
を
与
え
て
六
月
五
日
国
葬
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
新
聞
等
で
は
山
本
戦
死
を
忠
君
愛
国
の

美
談
と
し
て
、
国
民
の
米
英
へ
の
復
讐
心
を
煽
り
一
層
の
団
結
と
軍
へ
の
志
願
・
献
納
を
求
め
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
し
て
い
る
。

（
五
）
舞
鎮
は
舞
鶴
鎮
守
府
の
略
称
。
日
本
海
軍
の
根
拠
地
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
た
機
関
で
横
須
賀
鎮
守
府
、
呉
鎮
守
府
、
佐
世
保
鎮
守

府
、
舞
鶴
鎮
守
府
が
あ
る
。
京
都
は
舞
鶴
鎮
守
府
の
所
管
。

（
六
）『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
五
月
二
七
日
夕
刊
（
第
四
版
）
二
面
に
は
「
職
場
に
Ｚ
旗
の
誓　

東
郷
、
山
本
両
元
帥
の
心
を
心
と
し
け
ふ

第
三
八
回
海
軍
記
念
日
」
の
見
出
し
で
、「
学
園
の
進
軍
」
と
題
し
て
京
都
市
内
の
大
学
高
専
中
等
学
校
国
民
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

行
事
が
開
催
さ
れ
、
立
命
館
で
は
午
前
十
時
か
ら
軍
人
や
教
授
の
講
演
を
聴
く
。
立
命
館
中
学
な
ど
多
数
の
志
願
者
を
出
し
た
学
校
に

は
感
謝
状
が
送
ら
れ
る
と
の
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
五
月
九
日
（
第
四
版
）
二
面
に
は

「
海
軍
志
願
兵
徴
募
に
尽
し
た
町
聯
学
校
等　

海
軍
記
念
日
に
表
彰
」
の
見
出
し
で
「
無
敵
海
軍
へ
の
若
き
憧
れ
に
胸
を
お
ど
ら
せ
る

昭
和
十
八
年
海
軍
志
願
兵
徴
募
に
尽
力
、
優
良
な
成
績
を
あ
げ
た
町
聯
、
国
民
学
校
、
中
等
学
校
、
市
区
町
村
並
び
に
一
家
か
ら
二
名

以
上
の
志
願
兵
を
出
し
た
家
庭
が
来
る
二
七
日
の
意
義
深
き
海
軍
記
念
日
知
事
か
ら
表
彰
せ
ら
れ
感
謝
状
及
び
記
念
品
（
軍
艦
旗
）
が

贈
呈
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
（
中
略
）　

中
等
学
校　
（
中
略
）
私
立
立
命
館
中
学
校
（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
七
）
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
六
月　

日
本
軍
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
領
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
列
島
の
ア
ッ
ツ
、
キ
ス
カ
両
島
を
占
領
。
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
五
月
一
二
日
、
ア
ッ
ツ
島
奪
回
の
た
め
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸

し
、
激
戦
と
な
っ
た
。
五
月
一
八
日
大
本
営
は
ア
ッ
ツ
島
放
棄
を
決
定
。
守
備
隊
長
山
崎
保
代
大
佐
は
戦
力
補
給
を
要
請
し
て
い
た
が

切
り
捨
て
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。
補
充
の
無
い
約
二
、
七
〇
〇
名
の
守
備
隊
は
五
月
二
八
日
崩
壊
状
態
と
な
り
、
翌
二
九
日
残
存
三
〇

〇
名
が
最
後
の
突
撃
を
敢
行
し
て
壊
滅
、
生
存
は
二
八
名
だ
け
だ
っ
た
。
大
本
営
は
山
崎
大
佐
の
補
給
要
請
の
事
実
を
隠
蔽
し
「
玉
砕
」

と
い
う
表
現
を
初
め
て
使
い
軍
国
美
談
と
し
て
五
月
三
〇
日
に
公
表
し
て
い
る
。
以
後
、
島
嶼
戦
や
陣
地
戦
で
の
部
隊
壊
滅
に
は
「
玉
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砕
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
八
）『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
六
月
四
日
夕
刊
（
第
四
版
）
二
面　

記
事

「
挙
学
復
仇
に
燃
ゆ　

立
命
館
大
学
か
ら
戦
闘
機
を
献
納

（
前
略
）
躍
起
し
た
立
命
館
大
学
学
部
、
専
門
部
、
予
科
の
学
徒
た
ち
の
間
に
盛
り
上
が
る
殉
忠
の
英
魂
に
応
え
ん
と
の
熱
意
は
、

こ
こ
に
海
軍
戦
闘
機
献
納
運
動
の
展
開
と
な
り
、
去
る
一
日
昼
間
部
全
学
生
が
校
庭
に
集
い
、
各
自
五
円
以
上
の
献
金
を
決
議
す
れ

ば
、
つ
い
で
三
日
夜
間
部
全
学
生
も
同
じ
く
決
議
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
全
教
職
員
も
起
ち
、
二
十
五
円
献
出
を
決
議
す
る
な
ど
故
山

本
元
帥
の
壮
烈
な
る
戦
死
お
よ
び
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
勇
士
の
血
戦
玉
砕
の
忠
節
に
応
え
て
挙
学
一
致
復
仇
の
決
意
を
固
め
た
が
、
五

日
山
本
元
帥
の
国
葬
日
を
期
し
教
職
員
、
学
生
代
表
が
舞
鎮
人
事
部
へ
出
頭
、
戦
闘
機
一
機
分
八
万
五
千
円
の
献
納
手
続
を
執
る
こ

と
に
な
っ
た
、
去
月
二
九
（
マ
マ
）
日
の
海
軍
記
念
日
に
立
命
館
中
学
な
ら
び
に
商
業
か
ら
舞
鎮
に
献
納
手
続
を
執
っ
た
分
と
合
わ

せ
、
立
命
館
か
ら
二
機
の
献
納
命
名
式
が
近
く
学
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
運
び
で
あ
る
」

（
九
）『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
六
月
五
日
夕
刊
（
第
三
版
）
二
面　

記
事

「
我
ら
も
続
か
ん
意
気　

立
命
館
第
二
号
の
献
金
式
も

（
前
略
－
京
都
の
各
学
園
で
は
、
午
前
中
に
遥
拝
や
元
帥
を
偲
ん
で
米
英
撃
滅
の
決
意
を
固
め
る
式
が
開
か
れ
た
）
立
命
館
で
は

午
前
十
時
か
ら
学
部
、
専
門
部
、
高
商
、
予
科
約
四
千
の
学
徒
が
校
庭
で
遥
拝
式
を
挙
行
、
中
川
総
長
の
烈
々
の
訓
示
が
あ
っ
て
後

「
海
軍
戦
闘
機
立
命
館
第
二
号
」
の
献
金
式
を
行
い
教
職
員
、
学
生
代
表
は
舞
鎮
人
事
部
へ
八
万
五
千
円
の
献
金
手
続
き
を
執
っ
た
。

な
お
専
門
部
第
一
、
三
学
年
生
徒
全
員
は
勤
労
献
金
を
決
議
、
阪
神
両
都
市
の
工
場
へ
各
班
別
に
出
勤
し
て
五
日
か
ら
向
こ
う
一
週

間
ハ
ン
マ
ー
を
振
る
い
、
報
酬
の
全
額
を
献
金
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
後
略
）」

（
一
〇
）『
京
都
新
聞
』　

昭
和
一
八
年
九
月
一
三
日
（
第
四
版
）　

二
面　

記
事
（
判
読
不
明
箇
所
は
■
）

「“
撃
滅
”
へ
輝
く
首
途　

四
海
軍
機
の
献
納
命
名
式

苛
烈
な
る
航
空
決
戦
下
米
英
撃
滅
の
固
き
決
意
と
共
に
銃
後
の
赤
誠
を
示
し
て
立
命
館
（
艦
上
戦
闘
機
二
機
）
表
千
家
千
宗
左
社

中
（
同
一
機
）
京
都
東
山
区
福
稲
高
原
町
穴
田
由
太
郎
氏
（
同
一
機
）
か
ら
海
軍
に
献
納
し
た
海
軍
機
四
機
に
対
す
る
献
納
命
名
式

167



は
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
京
都
岡
崎
公
園
運
動
場
に
お
い
て
海
軍
大
臣
代
理
村
上
房
三
少
将
臨
場
、
平
安
神
宮
寺
田
宮
司
斎
主
、

友
貞
操
一
大
佐
式
委
員
長
の
下
に
盛
大
且
つ
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
日
正
面
祭
壇
に
は
報
国
号
四
機
の
勇
ま
し
い
写
真
が
飾
ら
れ
、
定
刻
京
都
師
団
代
理
相
■
健
大
佐
以
下
上
條
大
尉
、
土
橋
中

尉
、
村
井
京
都
連
隊
副
司
令
官
、
在
郷
将
官
横
地
海
軍
少
将
は
じ
め
雪
澤
知
事
府
知
事
、
京
都
市
長
代
理
有
本
第
二
助
役
、
森
市
民

防
衛
部
長
並
び
に
献
納
者
立
命
館
全
学
徒
等
軍
官
民
来
賓
多
数
参
列
と
共
に
開
式

国
歌
奉
唱
の
の
ち
■
儀
が
進
め
ら
れ
寺
田
斎
主
の
祝
詞
に
つ
い
で
献
納
者
代
表
立
命
館
総
長
中
川
小
十
郎
氏
、
千
宗
左
氏
、
穴
田

由
太
郎
氏
か
ら
献
納
の
辞
が
あ
っ
て
海
軍
大
臣
（
代
理
村
上
少
将
）
か
ら
報
国
号
四
機
に
対
し
て
第
一
、
第
二
、
立
命
館
号
、
表
千

家
号
、
穴
田
号
と
厳
か
に
命
名
さ
れ
た
の
ち
斎
主
、
海
軍
大
臣
献
納
者
来
賓
各
代
表
の
玉
串
奉
奠
次
で
海
軍
大
臣
（
代
理
村
上
少
将
）

か
ら
献
納
者
に
対
し
感
謝
状
授
与
並
に
謝
辞
あ
っ
て
雪
澤
京
都
府
知
事
京
都
師
団
長
（
相
■
大
佐
代
読
）
京
都
市
長
（
有
本
第
二
助

役
）
か
ら
報
国
機
の
首
途
を
祝
福
す
る
祝
辞
続
い
て
立
命
館
中
等
学
校
代
表
第
一
中
学
五
年
一
組
小
隊
長
吹
田
武
史
君
、
立
命
館
大

学
学
生
生
徒
代
表
学
生
総
務
長
浅
野
文
彰
君
、
大
野
道
子
さ
ん
、
上
田
技
良
君
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
壮
途
を
送
る
辞
に
つ
い
で
満
場
の
拍

手
に
迎
え
ら
れ
た
■
田
和
■
子
さ
ん
（
七
つ
）
田
中
な
を
み
さ
ん
（
五
つ
）
■
陽
理
代
さ
ん
（
六
つ
）
上
田
ト
モ
さ
ん
（
一
〇
）
が

可
愛
い
姿
で
報
国
機
に
花
束
贈
呈
の
の
ち
軍
楽
隊
奏
楽
に
よ
り
命
名
式
の
歌
“
報
国
の
翼
”
を
合
唱
万
歳
奉
唱
、
友
貞
委
員
長
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
て
同
三
時
滞
り
な
く
終
了

引
続
き
同
式
場
で
■
■
■
■
中
尉
指
揮
の
下
に
軍
楽
隊
員
に
よ
り
“
行
進
曲
”“
海
軍
の
歌
”
を
始
め
“
爆
撃
機
■
■
く
■
”
等

七
曲
目
の
演
奏
が
行
わ
れ
参
列
者
へ
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
、
ま
た
こ
の
日
式
場
上
空
へ
飛
来
し
た
海
鷲
三
機
は
空
か
ら
友
機
の
首

途
を
祝
福
し
た
。

（
一
一
）
本
項
は
、
立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
有
の
資
料
と
『
京
都
新
聞
』
昭
和
一
八
年
四
月
～
九
月
掲
載
の
記
事
を
元
に
作
成
し
た
が
、
他

の
公
的
資
料
等
の
調
査
を
継
続
す
れ
ば
、
も
う
少
し
事
実
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
現
時
点
で
事
実
関
係
の
調
査
が
必

要
な
点
を
挙
げ
て
お
く
。

①�

立
命
館
号
の
献
納
金
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
新
聞
報
道
に
基
づ
け
ば
、
一
回
目
（
五
月
二
七
日
集
約
）
は
立
命
館
中
学
校
、
二
回
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目
（
六
月
五
日
集
約
）
は
立
命
館
大
学
の
募
金
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
典
拠
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
史
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
資
料
の
二
回
目
募
金
の
趣
意
書
の
発
起
人
が
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
二
回
目
が
立
命
館
大
学
だ
け
の
募
金
で
あ

る
と
断
定
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
も
中
学
・
大
学
が
募
金
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
本
文
で
は
特
定
し
て
い
な
い
。

②�
一
回
目
の
募
金
の
始
期
は
典
拠
が
無
い
た
め
不
明
と
し
た
が
、
五
月
二
二
日
山
本
長
官
戦
死
の
報
以
降
京
都
市
内
で
は
献
納
機
運

動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
月
二
二
日
直
後
に
発
起
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

③�

本
文
執
筆
の
参
考
と
し
た
横
井
忠
俊
「
報
国
号
海
軍
機
の
全
容
を
追
う
―
そ
の
中
間
報
告
―
」
に
よ
れ
ば
同
一
献
納
者
が
複
数
の

献
納
を
す
る
場
合
、
陸
軍
機
（
愛
国
号
）
海
軍
機
（
報
国
号
）
の
按
分
を
し
て
お
り
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
ど
ち
ら
か
の
軍

の
機
体
だ
け
の
献
納
で
あ
っ
た
。
二
機
を
献
納
し
た
立
命
館
の
場
合
、
海
軍
志
願
兵
を
多
数
送
り
出
し
、
海
軍
よ
り
表
彰
さ
れ
た

関
係
で
海
軍
機
（
報
国
号
）
だ
け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

④�

「
立
命
館
号
」
の
絵
葉
書
は
零
式
艦
上
戦
闘
機
二
一
型
で
あ
る
が
、
他
の
機
種
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
横
井
忠
俊
「
報
国
号

海
軍
機
の
全
容
を
追
う
―
そ
の
中
間
報
告
―
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
七
年
以
降
の
献
納
機
写
真
に
九
六
式
艦
上
戦
闘
機
の
も
の
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
戦
闘
機
は
零
戦
ば
か
り
で
紫
電
や
雷
電
の
絵
葉
書
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
防
諜
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
戦

闘
機
は
す
べ
て
零
戦
の
写
真
で
代
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

⑤�

昭
和
一
八
年
五
月
二
七
日
に
発
起
し
た
二
回
目
の
献
納
募
金
の
発
起
人
に
「
立
命
館
商
業
学
校
」
が
あ
る
が
、「
立
命
館
商
業
学

校
」
は
昭
和
一
八
年
四
月
三
〇
日
に
昼
間
部
が
廃
止
さ
れ
、
同
日
を
持
っ
て
「
立
命
館
第
三
中
学
校
」
に
再
編
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
二
回
目
の
献
納
募
金
発
起
人
は
本
来
「
立
命
館
商
業
学
校
」
で
は
な
く
「
立
命
館
第
三
中
学
校
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
。
な
ぜ
「
立
命
館
商
業
学
校
」
の
ま
ま
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
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